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松松
崎
幼
稚
園
岩
科
園
の
年
長
園
児
５
人
が
卒
園
を
迎
え
ま
し
た
。
式
で
は
、

松
崎
幼
稚
園
岩
科
園
の
年
長
園
児
５
人
が
卒
園
を
迎
え
ま
し
た
。
式
で
は
、園園

長長
先
生
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
卒
園
児
が
「
さ
よ
な
ら
ぼ
く
た
ち

長
先
生
か
ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
卒
園
児
が
「
さ
よ
な
ら
ぼ
く
た
ち
のの

よよ
う
ち
え
ん
」
を
歌
い
、
３
年
間
過
ご
し
た
岩
科
園
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た

よ
う
ち
え
ん
」
を
歌
い
、
３
年
間
過
ご
し
た
岩
科
園
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。。
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平
成

年
第
１
回
松
崎
町
議
会

２８

定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
町
政

運
営
に
関
す
る
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成

年
度
の
町
政
運
営
に
当

２８

た
っ
て
は
、
第
５
次
総
合
計
画
の

着
実
な
実
行
と
、
平
成

年
度
に

２７

策
定
し
た
「
松
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
地

方
創
生
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と

で
、
自
立
に
向
け
た
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
を
積
極
的
に
展
開
し
、
産

業
振
興
や
人
口
減
少
対
策
を
実
り

あ
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

平
成

年
度
を
目
標
年
次
と
し

３４

た
第
５
次
総
合
計
画
は
、
道
半
ば

に
差
し
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
地
方
創
生
事
業
と
連
携
し
相

乗
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、
計
画

の
将
来
目
標
で
あ
る
「
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
り
活
力
と
や
す
ら

ぎ
と
感
動
の
あ
る
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
時
代
に
対
応
し
た
町
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

続
い
て
、
主
な
施
策
に
つ
い
て
、

第
５
次
総
合
計
画
の
６
つ
の
基
本

目
標
に
従
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

会
等
と
行
う
誘
客
対
策
等
に
つ
い

て
も
、
よ
り
効
果
が
上
が
る
よ
う

協
力
し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、

商
店
街
へ
の
足
湯
整
備
や
浜
丁
橋

の
欄
干
塗
装
等
、
街
歩
き
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

欄干塗装をする浜丁橋

議会で施政方針について述べる齋藤町長

町
長
施
政
方
針
（
要
旨

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
））

３
月
８
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
平
成

年
松
崎
町
議
会
第
１
回
定
例
会

２８

に
お
い
て
、
町
長
が
新
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
産
業

「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
がが

盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対

盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応応

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
旅
行
ニ
ー
ズ
に
呼
応
す
る
べ

く
着
地
型
・
体
験
型
の
観
光
「
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自

転
車
競
技
の
伊
豆
市
開
催
決
定
を

契
機
と
し
、
近
年
の
自
転
車
人
口

増
加
を
踏
ま
え
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
等
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

振
興
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
夏
・

海
型
観
光
か
ら
冬
・
山
型
観
光
も

加
え
た
通
年
型
観
光
へ
の
展
開
等
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
幅
広
い
観

光
の
可
能
性
を
開
拓
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン

タ
ー
」
で
他
市
町
と
連
携
し
て
伊

豆
の
魅
力
を
発
信
し
、
入
込
客
の

増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
協

「
健
や
か
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

「
健
や
か
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
福福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応応

産
業
・
雇
用
の
創
出
、
移
住
・

定
住
の
促
進
に
つ
い
て
は
、「
松
崎

町
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」
に
よ

り
官
民
協
働
で
、
新
た
に
起
業
す

る
者
や
移
住
希
望
者
へ
の
支
援
に

取
り
組
み
、
雇
用
、
移
住
施
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

農
林
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連
携
し
、

桜
葉
を
は
じ
め
と
す
る
基
幹
作
物

の
生
産
振
興
と
と
も
に
、
就
農
奨

励
助
成
制
度
を
活
用
し
た
農
業
の

担
い
手
確
保
や
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活

用
や
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
し
た

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
活
用
し
、
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
り
農
産
物
の
６
次
産
業
化
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
近

年
被
害
が
増
加
し
て
い
る
鳥
獣
害

対
策
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
振
興
策
と
し
て
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助
成
を
継

続
す
る
ほ
か
、
松
崎
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
・
展
開
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
就
業
の

場
の
不
足
に
よ
り
、
一
戸
当
た
り

の
家
族
構
成
は
減
少
し
、
若
年
層

の
流
出
、
高
齢
世
帯
の
増
加
等
、

地
域
力
は
低
下
し
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
福
祉
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増

加
・
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
中
で
助
け
合
う
地
域
福
祉

事
業
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
保
健
予
防

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
福
祉
関
連
事
業
と
し
て
は
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
等
に
入
学
す
る
際

の
支
援
と
し
て
、
一
律
３
万
円
の
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消
防
・
防
災
対
策
と
し
て
は
、

引
き
続
き
備
蓄
食
料
や
防
災
資
機

材
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
防
潮
堤

整
備
等
の
ハ
ー
ド
対
策
の
検
討
も

進
め
ま
す
。
ま
た
、
優
先
津
波
避

難
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
の

全
額
補
助
化
、
防
災
拠
点
と
な
る

地
区
公
民
館
の
耐
震
診
断
・
補
強

計
画
・
補
強
工
事
へ
の
助
成
等
、

新
た
な
事
業
も
追
加
し
て
防
災
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

そ
の
他
、
地
籍
調
査
事
業
を
継

続
し
、
万
が
一
被
災
し
た
際
に
復

興
が
速
や
か
に
行
え
る
体
制
づ
く

り
も
進
め
る
等
、
今
後
も
住
民
の

安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え
対
応
し

そ
の
他
、
ご
み
の
減
量
化
や
住

宅
用
太
陽
光
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対

す
る
助
成
を
行
う
等
の
環
境
対
策

を
推
進
す
る
ほ
か
、
道
路
交
通
網

の
整
備
と
し
て
、
橋
梁
の
耐
震
補

強
や
点
検
、
町
道
の
長
寿
命
化
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

町
民
、
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
な
が

ら
対
等
の
立
場
で
話
し
合
う
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、
多
様
な
媒

体
に
よ
り
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
に
向
け
た
活

動
を
啓
発
し
、地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら

誇
り
を
持
ち
、町
民
が
主
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
で
き
る
も

の
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
実

現
に
向
け
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
増
員
し
、
よ
り
一
層
地
域
と

の
連
携
を
密
に
し
た
な
か
で
、
地

域
お
こ
し
に
取
り
組
み
ま
す
。
加

え
て
、
地
方
創
生
事
業
と
し
て
、

移
住
定
住
の
促
進
、
交
流
拠
点
施

設
「
と
う
ふ
や
」
の
機
能
強
化
や
、

棚
田
保
全
活
動
等
、
地
域
の
特
徴

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
松
崎
幼
稚
園
の
統
合

園
舎
の
建
築
を
行
い
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

333

商
品
券
を
支
給
す
る
制
度
を
新
設

し
た
ほ
か
、
認
可
外
保
育
所
利
用

者
補
助
金
や
児
童
館
の
短
時
間
預

か
り
事
業
等
も
新
た
に
始
め
、
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

保
健
予
防
活
動
と
し
て
は
、
平

成

年
か
ら
始
め
た
健
康
マ
イ
レ
ー

２６
ジ
事
業
を
継
続
し
、
各
種
検
診
の

受
診
率
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

栄
養
士
を
常
勤
と
し
て
、
高
血
圧

の
重
症
化
予
防
や
健
診
に
お
け
る

栄
養
指
導
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
は
、
自
ら
学

び
、
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き

る
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

家
庭
と
学
校
そ
し
て
地
域
が
連
携

し
て
教
育
に
あ
た
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
ふ
る
里

に
愛
着
を
持
ち
そ
の
良
さ
を
知
る

こ
と
も
大
切
な
理
念
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

「
松
崎
マ
イ
ド
リ
ー
ム
２
０
１
６

発
表
会
」
を
開
催
し
、
小
・
中
・

高
校
生
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

た
こ
と
や
提
案
を
発
表
す
る
等
、

未
来
を
担
う
人
材
育
成
に
も
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
学
校
支
援
地

域
本
部
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

す
る
と
と
も
に
、
小
・
中
学
校
の

特
別
支
援
員
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
の
配
置
も
継
続
し
ま

す
。設

備
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、

を
生
か
し
地
域
力
を
高
め
る
施
策

も
展
開
し
ま
す
。

ま
す
。

松
崎
町
に
は
、
海
・
山
・
川
・

里
山
の
風
景
が
残
り
、こ
れ
ら
に「
な

ま
こ
壁
」
や
「
棚
田
」
等
が
醸
し

出
す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
町
の
大

き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

里山の風景の残る石部の棚田

「
防
災
・
防
犯
対
策
が
充
実

「
防
災
・
防
犯
対
策
が
充
実
しし
安安

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応

全
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応

「
自
然
と
調
和
し
快
適
な
環
境

「
自
然
と
調
和
し
快
適
な
環
境
がが

整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対

整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応応

こ
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
く
た
め
、

牛
原
山
町
民
の
森
整
備
計
画
を
策

定
し
、
牛
原
山
を
中
心
に
そ
の
山

麓
を
含
め
た
環
境
整
備
を
行
う
ほ

か
、
棚
田
環
境
再
生
事
業
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
必
須
イ
ン

フ
ラ
と
も
い
え
る
光
フ
ァ
イ
バ
網

の
整
備
を
三
浦
地
区
で
行
う
ほ
か
、

交
流
拠
点
施
設
等
で
の
Ｗ
ｉ
倆
ｆ

ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
整
備
も
行
い
、

利
便
性
の
高
い
快
適
な
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。

松崎町地域おこし協力隊による

放棄果樹プロジェクト

ま
た
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

月
に

１０

松
崎
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
を
利
用
し
「
松
崎
町
ま

ち
づ
く
り
や
ろ
う
じ
ゃ
協
議
会
」

等
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
の
団

体
と
連
携
・
協
力
し
、
松
崎
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
様
と
松
崎
に
住
む
こ
と
の

「
誇
り
」
を
共
有
し
、
オ
ー
ル
松

崎
で
お
も
て
な
し
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
小
さ
く
と
も
輝
く
松
崎
」
を

広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
、多

く
の
取
り
組
み
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
一
致
団
結
し
た
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む
ま

「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む
ま
ちち

づ
く
り
」へ
の
対
応

づ
く
り
」へ
の
対
応

「
多
様
な
主
体
に
よ
り
協
働
で

「
多
様
な
主
体
に
よ
り
協
働
で
進進

め
る
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応

め
る
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応



4

■
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
運
営
の
合

理
化
に
努
め
つ
つ
、「
平
成
の
花
と

ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
た
自
立
に
向
け
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

展
開
し
、「
人
口
減
少
対
策
」
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き

「
防
災
減
災
対
策
」
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

億
３７

５
７
０
０
万
円
で
前
年
度
比
７
９

０
０
万
円
増
（
２
・
１
％
増
）
と

な
り
ま
し
た
。
歳
出
で
は
補
助
費

や
人
件
費
等
が
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
普
通
建
設
費
等
が
増
と
な
り
、

過
去

年
で
は
最
大
の
積
極
型
予

１０

算
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳

入
】

町
税
は
約
６
億
４
８
０
０
万
円

（
前
年
度
比
約
５
０
０
万
円
減
）

と
見
込
み
ま
し
た
。
国
県
支
出
金

は
減
少
し
た
も
の
の
、
過
疎
対
策

事
業
債
等
、
有
利
な
町
債
を
約
３

億
４
７
０
０
万
円
活
用
し
、
不
足

す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
財
政
調

整
基
金
等
を
取
り
崩
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。

財
源
比
率
は
、
自
主
財
源

・
３４

７
％
、
依
存
財
源

・
３
％
と
な

６５

り
、
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等
、

国
の
施
策
に
よ
る
影
響
を
受
け
や

す
い
不
安
定
な
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
。

【
歳

出
】

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里

づ
く
り
」
の
推
進
と
し
て
、「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や
牛
原
山
町
民

の
森
整
備
計
画
策
定
等
に
よ
り
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

「
人
口
減
少
対
策
」
の
取
り
組
み

と
し
て
、
交
流
拠
点
整
備
や
無
料

Ｗ
ｉ
倆
ｆ
ｉ
・
光
フ
ァ
イ
バ
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
雇
用
創
出
や
起

業
等
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

「
防
災
減
災
対
策
」
の
推
進
と
し

て
、
優
先
津
波
避
難
路
ブ
ロ
ッ
ク

塀
撤
去
の
全
額
補
助
や
防
災
拠
点

と
な
る
地
区
公
民
館
の
耐
震
診
断

助
成
等
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

「
社
会
保
障
」の
取
り
組
み
と
し

て
、
小
・
中
・
高
校
入
学
等
の
節

目
時
に
商
品
券
を
支
給
す
る
子
育

て
支
援
祝
い
品
事
業
や
幼
稚
園
建

設
事
業
等
を
行
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
各
種
事
業

の
効
果
・
優
先
度
を
検
討
し
、
効

率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

平成28年度 町の予算

分担金及び負担金
3,139万円 ０.8％

財産収入 ３20万円 ０.１％
寄附金 3,150万円 ０.8％

繰越金 １億円 ２.7％

諸収入
１億2,138万円 3.2％

地方譲与税 ２,500万円 ０.7％

利子割交付金１20万円０.0％
配当割交付金 24０万円０.1％
株式等譲渡所得割交付金

１0０万円０.０％

地方消費税交付金
1億4,7００万円3.9％

自動車取得税交付金
400万円０.1％

地方特例交付金
１0０万円０.０％

使用料及び手数料
6,781万円 1.8％

地方交付税
１4億3,０0０万円

38.1％

繰入金
3億178万円
8.0％

町税
６億4,821万円
１7.3％

交通安全対策特別交付金
５0万円 ０.０％

町債町債
3億4,690万円3億4,690万円
9.29.2％％

県支出金
2億1,948万円
5.9％

自主財源
３4.7％

国庫支出金
2億7,325万円
7.3％

歳入
37億5,700万円

依存財源
６5.3％

（※構成比０.０５％未満については、０.０％と表示しています。）

平平平
成

年
度

28

一
般
会
計
当
初
予
算

平平平
成成

年年
度度

2288

一
般
会
計
当
初
予

一
般
会
計
当
初
予
算算

平
成

年
度

28

一
般
会
計
当
初
予
算

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策
の
推
進
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平成２８年度会計別予算平成２８年度会計別予算額額
総額 ６５億７，５９０万総額 ６５億７，５９０万円円

一般会計 重点施策・新規事業等

議会費
4,857万円
1.3％

諸支出金 570万円 0.2％
予備費 1,000万円 0.3％

災害復旧費
800万円 0.2％

一般会計･････････････････････････････････････３7億5，7００万円

水道事業会計････････････････････････････････１億5，858万円

温泉事業会計･･････････････････････････････････････6，897万円

町営宿泊施設
伊豆まつざき荘事業会計･･･････････３億3，620万円

国民健康保険特別会計･････････････１2億8，718万円

介護保険特別会計･･･････････････････････８億2，492万円

後期高齢者医療特別会計････････････････１億923万円

岩地集落排水事業特別会計･････････････････733万円

石部集落排水事業特別会計･････････････････533万円

雲見集落排水事業特別会計･･････････････２，116万円

※金額は表示単位未満を四捨五入したものです。

総務費
7億2,769万円
19.4％

農林水農林水産産
業費業費

2億3,434万円2億3,434万円
6.26.2％％

土木費
1億8,958万円
5.0％

民生費
8億1,308万円
２1.6％

衛生費
４億2,490万円
１1.3％

商工費
２億195万円
5.4％

消防費
2億3,118万円
6.2％

教育費
5億6,441万円
15.0％

公債費
2億9,760万円
7.9％

歳出
37億5,700万円

担当課事業概要事業費事業名

企画観光課
交流拠点施設整備、Wi崖fi等インフラ整備、交流拠点施設を活用した
ワークショップ・イベント、地域活性化事業支援補助金 他

1,327地方創生事業

企画観光課光ファイバ網整備事業費補助金（三浦局エリア）11,300光ファイバ網整備事業

企画観光課足湯等整備工事（ポケットパーク、中瀬邸）、浜丁橋欄干塗装 他660観光施設整備事業

②「人口減少対策」の取り組み

担当課事業概要事業費事業名

企画観光課「日本で最も美しい村」連合フェスティバル開催、棚田保全活用事業 他1,052美しい村推進事業

企画観光課
地域おこし協力隊員６名体制、棚田・スポーツ・映像を活用した地域
おこし事業 他

1,670地域おこし協力隊事業

企画観光課町民の森整備計画策定業務委託（まち歩き、ＭＴＢ構想等含む）814牛原山町民の森整備事業

生活環境課古紙を使ったグリーンスティック（花の種）の全戸配布48環境美化推進事業

（単位：万円）①「平成の花とロマンのふる里づくり」の推進

担当課事業概要事業費事業名

総務課津波避難路整備工事210緊急避難路等整備事業

総務課
ブロック塀等の撤去・改修費用助成（優先津波避難路ブロック塀撤去
は全額補助）

200ブロック塀等耐震改修促進事業

総務課防災拠点となる地区公民館の耐震診断、耐震補強工事等の助成100地区公民館耐震改修促進事業

産業建設課常盤大橋・上町橋の長寿命化・耐震補強補修工事、橋梁点検業務委託4,600橋梁耐震補強補修事業

産業建設課地籍調査事業（松崎・道部・宮内・伏倉地区）3,795国土調査事業

③「防災減災対策事業」の推進

担当課事業概要事業費事業名

健康福祉課小・中・高校入学、就職の節目のときに入学・就職準備のための支援447子育て支援祝い品事業

健康福祉課奨学金の貸付・教育ローンに係る利子補給事業372奨学金貸付・利子補給事業

教育委員会松崎マイドリーム2016発表会・史跡めぐり駅伝大会 他211青少年育成事業

教育委員会幼稚園建設工事・監理業務・備品購入32,270松崎幼稚園建設事業

④「社会保障」の取り組み
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町
民
の
皆
様
が
利
用
で
き
る
町
の
補
助
制
度
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
補
助
制
度
も
事
業
着
手
前
に
申
請
等
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
必
ず
担
当
課
で
ご
確
認
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
宅
改
修
に
要
す
る

万
円
以
上

１０

の
工
事
費（
消
費
税
額
を
除
く
）の
２０

％
に
相
当
す
る
額（
限
度
額

万
円
、

２０

１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た

場
合
は
切
り
捨
て
）を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
最
大
出
力
の
値
に
５
万
円
を
乗
じ

て
得
た
額
（
限
度
額

万
円
、
１
０

２０

０
０
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
場
合

は
切
り
捨
て
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

住
宅
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

住
宅
改
修
事
業
補
助
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
事
業
補
助
金

補助金額一覧

使
用
す
る
場
合
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

【
助
成
金
額
】

１
着
に
つ
き
２
０
０
０
円

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

防
災
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

昭
和

年
５
月

日
以
前
の
旧

５６

３１

建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
在
来
木

造
住
宅
は
、
無
料
で
わ
が
家
の
専

門
家
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
わ
が
家
の
専
門
家

診
断
の
結
果
を
基
に
耐
震
補
強
計

画
を
作
成
す
る
場
合
、
補
助
が
あ

り
ま
す
。

耐
震
補
強
計
画
に
基
づ
い
た
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
場
合
に
も
補

助
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

○
災
害
時
要
配
慮
者
世
帯
（

歳
６５

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
）

町
が
委
託
し
た
事
業
者
に
よ
り
、

家
具
を
５
品
ま
で
無
料
で
取
り
付

け
し
ま
す
。
事
業
実
施
期
間
に
な

り
ま
し
た
ら
広
報
や
回
覧
等
で
募

集
を
し
ま
す
。

○
一
般
世
帯

対
象
経
費
の
１
─
２
以
内
（
限
度

額
３
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業

地
震
発
生
時
に
倒
壊
の
危
険
性

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
等
の

撤
去
に
要
す
る
費
用
（
限
度
額

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

１０○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
善
事
業

フ
ェ
ン
ス
等
の
安
全
な
塀
へ
の

造
り
変
え
や
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
金
具
等
に
よ
り
補
強
す
る
工
事

に
要
す
る
費
用
（
限
度
額

万
円
）

２５

を
補
助
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
事
業
も
道
路
に
面
し

て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

○
生
ゴ
ミ
処
理
機

購
入
費
の
１
─
２
（
限
度
額
２
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

○
コ
ン
ポ
ス
ト（
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
）

設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
購

入
費
の
３
─
４（
限
度
額
４
２
０
０

円
／
基
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

環
境
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

度
の

補補
助
制
度
の
概

補
助
制
度
の
概
要要

平
成

年
度

町
民
の
方
を
対
象
と
し
た

２８

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

６５
帯
（
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
員
が

す
べ
て

歳
以
上
の
世
帯
）
の
方

６５

が
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
場
合
、

１
世
帯
に
つ
き
１
個
（
電
池
式
の

も
の
）
設
置
す
る
費
用
（
※
限
度

額
あ
り
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

農
業
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

農
畜
産
物
の
放
射
性
物
質
を
検

査
機
関
に
委
託
す
る
場
合
に
、

委

託
費
用
の
１
─
２
以
内
（
限
度
額
１

万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

【
助
成
対
象
】

津
波
お
よ
び
水
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
救
命
胴
衣
の
購
入
経
費

※
業
務
や
釣
り
等
の
趣
味
活
動
で

独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が

原
則

歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経

４５

営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
強

い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
農

地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
た
方
に
給
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

合
併
処
理
浄
化
槽

設
備
整
備
事
業
補
助
金

一
般
住
宅（
店
舗
や
別
荘
は
対
象

外
）で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
新
設

ま
た
は
合
併
処
理
浄
化
槽
に
設
置

替
え
を
す
る
場
合
に
、設
置
に
要
す

る
費
用
を
左
の
表
の
と
お
り
補
助

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

救
命
胴
衣
購
入
費
補
助
金

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助
金

家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進
事
業
補
助
金

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
補
助
金

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
補
助
金

農
畜
産
物
等
放
射
性
物
質
検

査
助
成
事
業

青
年
就
農
給
付
金

農
地
活
用
条
件
整
備
対
策
事
業
助
成
金

設置替え新 設区 分

４１４,０００３３２,０００５人槽

５１６,０００４１４,０００７人槽

６８４,０００５４８,０００１０人槽

（円）

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３
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【
対
象
者
】

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
不
妊
治
療
へ
の
医
師
の
診
断
が

あ
る
こ
と

・
１
年
以
上
町
内
に
住
民
登
録
が

あ
る
こ
と

・
医
療
保
険
法
の
被
保
険
者
ま
た

は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

・
夫
婦
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す

る
全
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な

い
こ
と

※
た
だ
し
、
一
般
不
妊
治
療
（
人

工
授
精
）
の
場
合
は
、
夫
婦
合

算
所
得
が
７
３
０
万
円
未
満
、

年
齢

歳
未
満
の
方
が
助
成
対

４０

象
と
な
り
、
住
民
登
録
要
件
も

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関

医
療
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係係

特定不妊治療
一般不妊治療
（人工授精）

一般不妊治療助成額

１５０,０００円※１２０,０００円１回の限度額

３００,０００円１００,０００円１００,０００円年内限度額

※１一般不妊治療（人工授精）は、助成金額の対象額の

７/１０で６３,０００円、連続する２年間のみ助成対象となり、２年

間での限度額となります。

不妊治療費助成の限度額

れ
か
に
該
当
す
る
方
の
保
険
給
付

の
対
象
と
な
る
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
助
成
し
ま
す
。

・

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

２０い
る
母
子
家
庭
の
母
と
そ
の
児
童

・

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

２０い
る
父
子
家
庭
の
父
と
そ
の
児
童

・
両
親
の
い
な
い

歳
未
満
の
児
童

２０

※
児
童
の

歳
の
誕
生
日
の
前
日

２０

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
予

防
接
種
ま
た
は
、
松
崎
町
独
自
で

助
成
す
る
任
意
予
防
接
種
に
対
象

と
な
る
方
へ
接
種
費
用
の
う
ち
、

３
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
生
活
保
護
の
方
は
、
接
種
費
実

費
を
助
成
し
ま
す
。

※
既
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

○
定
期
予
防
接
種

【
対
象
者
】

・
平
成

年
度
に

歳
、

歳
、

２８

６５

７０

歳
、

歳
、

歳
、

歳
、

７５

８０

８５

９０

歳
、ま
た
は
1
0
0
歳
と
な
る
方

９５
・
接
種
日
に
満

～

歳
の
方
で
、

６０

６４

異
な
り
ま
す
。

【
対
象
治
療
】

・
一
般
不
妊
治
療

・
一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）

・
特
定
不
妊
治
療

【
助
成
金
額
の
対
象
】

・
対
象
治
療
の
う
ち
、
医
療
保
険

法
適
用
後
の
自
己
負
担
額
。（
交

通
費
、
入
院
費
等
を
除
く
）

・
静
岡
県
特
定
不
妊
治
療
費
補
助

金
の
補
助
を
受
け
た
場
合
は
、

当
該
額
を
控
除
し
た
額

【
助
成
金
額
】

助
成
金
額
の
対
象
の
１
─
２

【
限
度
額
】

１
回
の
限
度
額
と
年
度
内
限
度
額

は
、左
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
対
象
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

２
級
の
方

・
内
部
障
害
３
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
に
該

当
す
る

歳
未
満
の
方

２０

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
方

【
助
成
金
額
】

１
医
療
機
関
に
つ
き
、
１
カ
月

５
０
０
円
の
自
己
負
担
額
を
差
し

引
い
た
金
額

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

助成率等助成の対象

経費の１／２以内と
し、３０万円が限度額
になります。

田のコンクリートあぜの設
置または撤去

農業用機械器具の購入
※新規就農者（５０歳以下）に限る

その他有効な事業で町長
が認めたもの

1機械器具の購入対象は、耕作面積１０㌃以上に使用するものであること。
2過剰なる整備および機械器具の購入はできません。
3同一申請者に対して、当該年度の助成金の交付は１回限りとします。

農地活用条件整備対策事業助成金【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

荒
れ
た
農
地
を
再
生
す
る
作
業

経
費
（

万
円
以
上
が
対
象
）
に

１０

対
し
、
補
助
し
ま
す
。

※
自
分
の
農
地
を
再
生
す
る
場
合

は
、
対
象
外
で
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

方
に
、
狩
猟
免
許
試
験
手
数
料
の

全
額
を
補
助
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
電
気

柵
や
防
護
柵
等
を
設
置
す
る
場
合

に
、
材
料
費
の
１
─
２
以
内
（
上
限

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

１０【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

奨励金の額区 分

２４０,０００円単身者

後継者

４２０,０００円夫婦で従事

４８０,０００円単身者
新規
参入者

８４０,０００円夫婦で従事

農業後継者対策奨励金額一覧【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

耕
作
放
棄
地
緊
急
対
策
事
業
補
助
金

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
補
助
金

農
業
後
継
者
対
策
奨
励
金

重
度
障
害
者（
児
）医
療
費
助
成

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

松
崎
町
に
お
住
ま
い
の
所
得
税

非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
次
の
い
ず

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成

心
臓
や
腎
臓
も
し
く
は
、
呼
吸
器

の
障
害
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
で
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方

○
任
意
予
防
接
種

【
対
象
者
】

・
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
と
な
ら

な
い
方
で
接
種
日
に

歳
以
上
の
方

６５

※
脾
臓
摘
出
者
・
公
害
認
定
者
で

は
な
い
方
、
任
意
接
種
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
接
種
を
希
望
す

る
方

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

不
妊
治
療
費
助
成

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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松
崎
町
の
年
少
人
口
、
生
産
年

齢
人
口
、
出
生
数
は
、
減
少
を
続

け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
女
の

未
婚
率
に
つ
い
て
も
年
々
上
昇
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
希
望
す

る
出
生
数
を
実
現
す
る
こ
と
に
障

害
と
な
る
こ
と
と
い
う
設
問
に
対

し
、
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
無
償
貸
出

子
ど
も
服
の
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー

町
の
現
状

町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
誕

生
を
祝
う
と
と
も
に
、
将
来
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
出
産
祝
い

金
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
金
額
】

出
産
児
１
人
に
つ
き
５
万
円

【
申
請
方
法
】

出
生
届
の
提
出
時
に
健
康
福
祉

課
で
申
請
書
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高

齢
化
、
子
育
て
世
帯
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
す
る
中
、
子
育
て
家

庭
の
抱
え
る
不
安
や
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
育
て
支
援
に
よ
り
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行

を
抑
制
し
、
で
き
る
だ
け
穏
や
か

に
安
定
し
た
人
口
構
造
へ
の
移
行

を
実
現
し
、
町
民
の
皆
様
が
快
適

に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

か
り
す
ぎ
る
と
約

％
の
方
が
回

５４

答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
支
援

に
つ
い
て
も
「
雇
用
の
支
援
」「
住

ま
い
の
支
援
」
と
い
っ
た
回
答
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成

年
度
か
ら
新
た
な
事
業
を
追
加

２８し
、
婚
姻
率
お
よ
び
出
生
率
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

出
産
準
備
支
援
祝
い
品

妊
娠
さ
れ
た
方
へ
出
産
準
備
支

援
祝
い
品
と
し
て
、
松
崎
町
ロ
マ

ン
シ
ー
ル
協
同
組
合
が
発
行
す
る

ロ
マ
ン
シ
ー
ル
商
品
券
（
２
万
円

分
）
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
町
内
に
産
婦
人

科
が
無
く
、
他
市
町
の
産
婦
人
科

へ
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
通
院
等
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
し
、
健
や
か
な
出
産
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
商
品
券
で
の
支

給
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

妊
娠
届
の
提
出
時
か
ら
出
産
日

の
前
日
ま
で
に
健
康
福
祉
課
で
申

請
書
兼
受
領
書
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度
新
規
事
業

２８

こ
れ
ま
で
、
第
１
子
の
母
子
手

帳
交
付
時
に
記
念
品
と
し
て
、
絵

本
を
贈
呈
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成

年
度
か
ら
母
子
手
帳
を
交
付

２８
す
る
す
べ
て
の
方
に
町
内
の
作
家

さ
ん
に
制
作
し
て
い
た
だ
い
た
作

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

母
子
手
帳
交
付
記
念
品

出
産
祝
い
金

新
生
児
訪
問
事
業

新
生
児
の
い
る
全
家
庭
を
訪
問

し
、
育
児
不
安
の
軽
減
、
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
。
訪
問
の
結
果
、

養
育
支
援
が
必
要
な
場
合
、
保
健

師
が
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

児
童
手
当

児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
国
の

子
育
て
支
援
策
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

歳
到
達
後
、
最
初
の
年
度
末

１５
ま
で
（
中
学
校
３
学
年
修
了
前
ま

で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
町

内
に
住
民
票
の
あ
る
保
護
者
（
父

ま
た
は
母
等
）
で
、
ご
家
庭
で
の

生
計
中
心
者
と
な
っ
て
い
る
方
が
、

支
給
対
象
者
（
請
求
者
）
と
な
り

ま
す
。

【
支
給
額
】

こ
ど
も
医
療
費
助
成

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

場
合
、
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し

ま
す
。

・
中
学
３
年
生
（

歳
に
達
す
る

１５

日
以
降
の
最
初
の
３
月

日
）

３１

ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
で
あ

る
こ
と

・
子
ど
も
と
保
護
者
の
住
民
票
が

松
崎
町
に
あ
る
こ
と

・
子
ど
も
が
医
療
保
険
の
対
象
者

と
な
っ
て
い
る
こ
と

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
償
貸
出
、

児
童
館
で
は
、子
ど
も
服
の
リ
ユ
ー

ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
使
い
に
な
ら
な
く
な
っ

た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
子
ど
も

服
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次
世
代

の
方
た
ち
の
た
め
、
寄
贈
を
お
願

い
し
ま
す
。

育
児
グ
ル
ー
プ

児
童
館
に
お
い
て
、
８
月
を
除

く
毎
月
１
回
、
子
育
て
中
の
親
子

が
気
軽
に
交
流
が
で
き
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
開
催
日
程
に
つ

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

子
育
て
支
援
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

支給額児童の年齢

１５,０００円3 歳 未 満

１０,０００円3歳～12歳（第1子・2子）

１５,０００円3歳～12歳（第3子以降）

１０,０００円中 学 生

※請求者の所得額が、所得制限
額以上となる場合は、児童1人
当たり一律５,０００円（特例給付）と
なります。

児童手当支給額（１人当たり月額）

記念品として贈呈される
キャンドル、リース等

度

支支
援
制
度
の
概

支
援
制
度
の
概
要要

平
成

年
度

子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た

２８
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い
て
は
、
児
童
館
だ
よ
り
で
確
認

し
て
い
た
だ
く
か
、
児
童
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

書
兼
受
領
書
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

幼
児

【
申
請
方
法
】

利
用
し
た
い
日
の
３
日
前
（
土

日
祝
を
除
く
）
ま
で
に
児
童
館
ま

た
は
健
康
福
祉
課
に
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
利
用
状
況
等
で
お
預
か
り
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
利
用

日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
な
る

べ
く
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

両
親
ま
た
は
保
護
者
が
松
崎
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
家
庭
の

就
学
者
を
対
象
に
奨
学
金
を
貸
し

付
け
て
い
ま
す
。

【
貸
付
限
度
額
】

１
６
４
万
円
（
４
年
生
大
学
進
学
）

万
円
（
短
期
大
学
等
）

９２【
貸
付
の
条
件
】

・
貸
付
金
は
無
利
子
と
し
、
償
還

期
限
は
、
措
置
期
間
終
了
後
１０

年
以
内
の
均
等
年
賦
償
還
と
な

り
ま
す
。

・
貸
付
金
の
措
置
期
間
は
、
卒
業

後
１
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

平
成

年
度
新
規
事
業

２８

町
の
保
育
認
定
基
準
を
満
た
し
、

認
可
保
育
所
（
聖
和
保
育
園
）
を

利
用
で
き
な
い
理
由
が
補
助
対
象

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

認
可
外
保
育
施
設
の
利
用
料
金
と

認
可
保
育
所
の
利
用
料
金
の
差
額

を
補
助
し
ま
す
（
上
限
額
あ
り
）。

【
補
助
対
象
】

・
町
の
保
育
認
定
基
準
を
満
た
し
、

６
カ
月
以
上
１
歳
未
満
の
子
ど

も
を
認
可
外
保
育
施
設
へ
通
園

さ
せ
て
い
る
期
間

・
利
用
定
員
超
過
に
よ
り
認
可
保

育
所
の
利
用
が
不
承
諾
と
な
り
、

認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て

い
る
期
間

認
可
外
保
育
所
利
用
者
補
助
金

平
成

年
１
月
か
ら
開
始

２８

保
護
者
の
疾
病
や
育
児
に
よ
る

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
、
買
い
物
や
用

事
を
済
ま
せ
た
い
と
き
に
児
童
館

に
お
い
て
、
無
料
で
一
時
的
に
子

ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

【
対
象
】

満
１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の

一
時
預
か
り
事
業

平
成

年
度
新
規
事
業

２８

子
ど
も
が
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
へ
入
学
す
る
と
き
ま
た
は
中

学
校
を
卒
業
し
就
職
す
る
と
き
に

子
育
て
支
援
祝
い
品
と
し
て
、
松

崎
町
ロ
マ
ン
シ
ー
ル
協
同
組
合
が

発
行
す
る
ロ
マ
ン
シ
ー
ル
商
品
券

（
３
万
円
分
）
を
支
給
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
入
学
時
等
に
お

け
る
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
商
品
券
で
の
支
給
に

よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

平
成

年
度
以
降
に
入
学
ま
た

２９

は
就
職
す
る
児
童

【
申
請
方
法
】

入
学
す
る
前
年
度
の
町
が
定
め

る
期
間
内
に
健
康
福
祉
課
で
申
請

子
育
て
支
援
祝
い
品

奨
学
金
貸
付
制
度

松
崎
町
教
育
資
金
利
子
補
給
金

松
崎
町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税

等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で
、
一

定
の
金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金
を

借
り
入
れ
た
方
ま
た
は
公
共
的
機

関
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た

方
に
対
し
て
利
子
補
給
金
と
し
て

年
率
３
・
０
％
以
内
の
額
を
補
助

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
、

２８

１８

歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者

お
よ
び
妊
娠
中
の
方
に
配
布
し
て

い
る「
し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー

ド
事
業
（
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
）」
が
、
全
国
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〇
利
用
方
法

全
国
の
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業
の
協
賛
店
舗
で
、
し
ず
お

か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
（
一
部
の
都
道
府

県
を
除
き
ま
す
）。

〇
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
対
象
者

各
都
道
府
県
の
協
賛
店
舗
で
現

在
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
、
対

象
者
を
基
本
と
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、都
道
府
県
や
協
賛
店
舗
に
よ
っ

て
は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

〇
カ
ー
ド
に
つ
い
て

現
在
お
持
ち
の
カ
ー
ド
は
、
当

面
の
間
利
用
で
き
ま
す
。
全
国
共

通
デ
ザ
イ
ン
カ
ー
ド
は
、
県
に
て

作
成
中
で
す
。
町
へ
送
付
さ
れ
次

第
、
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
か

ら
交
付
す
る
予
定
で
す
。

〇
利
用
で
き
る
店
舗

全
国
共
通
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
あ
る

協
賛
店
舗
で
使
え
ま
す
。

〇
交
付
場
所

健
康
福
祉
課
お
よ
び
窓
口
税
務
課

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課

（
４
２
）３
９
６
６

し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
事
業
の

全
国
共
通
展
開
が
始
ま
り
ま
す

子
ど
も
同
伴
の
う
え
、
買

物
や
飲
食
等
の
際
に
、
カ
ー

ド
を
協
賛
店
舗
・
施
設
で
提

示
す
る
と
、
お
店
が
定
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
「
応
援
サ
ー
ビ

ス
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
妊
娠
中
の
方
は
母
子
手
帳

等
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
し
ず
お
か
子
育
て

優
待
カ
ー
ド
」
と
は
？

全国共通ロゴマーク
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２
月

日
、
峰
輪
地
区
に
建
築

２７

し
て
い
た
聖
和
保
育
園
が
完
成
し
、

竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

聖
和
保
育
園
は
、「
一
人
一
人
を

大
切
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
深
い
愛

情
を
も
っ
て
昭
和
５
年
か
ら
町
の

保
育
事
業
を
受
託
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和

年
に

５０

建
設
さ
れ
た
旧
園
舎
は
急
傾
斜
地

に
あ
り
、
裏
山
崩
落
の
危
険
や
施

設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
小
さ
な
子

ど
も
を
預
か
る
う
え
で
安
全
面
に

お
い
て
不
安
が
あ
り
、
平
成

年
１５

に
安
全
な
土
地
へ
の
移
転
に
つ
い

て
、
４
１
３
６
人
の
署
名
に
よ
る

陳
情
書
が
町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
時
は
決
ま
り
か
け

て
い
た
移
転
先
に
つ
い
て
も
津
波

浸
水
区
域
に
位
置
し
て
い
た
こ
と

か
ら
白
紙
に
戻
り
、
ま
た
、
法
人

の
資
金
不
足
等
も
重
な
り
、
着
工

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
苦
境
の
中
、
県
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
資
金
面
の
問

題
も
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、
平

成

年
度
か
ら
２
カ
年
事
業
と
し

２６
て
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要

【
建
築
面
積
】

７
０
９
・

平
方
メ
ー
ト
ル

７８

【
延
床
面
積
】

６
９
０
・

平
方
メ
ー
ト
ル

０４

【
総
工
事
費
】

２
億
２
７
２
５
万
円

【
園
舎
概
要
】

○
０
、
１
歳
児
乳
児
室（
定
員

人
）

１０

・

平
方
メ
ー
ト
ル

３６

３５

○
２
歳
児
保
育
室
（
定
員

人
）

１６

・

平
方
メ
ー
ト
ル

３３

１７

○
３
歳
児
保
育
室
（
定
員

人
）

１８

・

平
方
メ
ー
ト
ル

３９

７５

○
４
歳
児
保
育
室
（
定
員

人
）

１８

・

平
方
メ
ー
ト
ル

３９

７５

○
５
歳
児
保
育
室
（
定
員

人
）

１８

・

平
方
メ
ー
ト
ル

４２

０１

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

○
平
成

・

年
度
後
期
高
齢
者

２８

２９

医
療
保
険
料
率
の
改
定

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率

は
、「
均
等
割
」
と
「
所
得
割
」
に

よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
料
率
は
、
医
療
費
や

現
役
世
代
と
の
人
数
の
バ
ラ
ン
ス

等
を
考
慮
し
、
２
年
に
１
度
改
定

さ
れ
ま
す
。

平
成

・

年
度
の
保
険
料
率

２８

２９

は
次
表
の
通
り
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

平
成

年
４
月
よ
り
低
所
得
者

２８

層
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
軽

減
対
象
が
拡
大
さ
れ
軽
減
判
定
所

得
基
準
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
（
均
等
割
）

の
軽
減
（
２
割
・
５
割
）
を
受
け

ら
れ
る
方
が
増
加
す
る
等
、
保
険

料
率
の
改
定
に
伴
い
軽
減
措
置
も

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成

年
度
も
、
社
会

２８

保
険
等
の
被
用
者
保
険
（
い
わ
ゆ

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健
康
保
険
）

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
均
等

割
保
険
料
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所

得
割
保
険
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課

（
４
２
）３
９
６
６

後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療
のののののののののののののの

後
期
高
齢
者
医
療
の

保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料
改改改改改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定定定定定
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい

保
険
料
改
定
に
つ
い
ててててててててててててててて

平成２８・２９年度平成２６・２７年度

３９，５００円
（１，０００円上昇）

３８，５００円均等割額

７．８５％
（０．２８％上昇）

７．５７％所得割額

５７万円
（据え置き）

５７万円賦課限度額

軽減の割合世帯主および全ての被保険者の総所得金額等の合計

２割【33万円(基礎控除額)＋4８万円×被保険者数】以下の世帯

５割【33万円＋2６.5万円×被保険者数】以下の世帯

８．５割【33万円】以下の世帯

９割
【33万円】以下で、被保険者全員が年金収入80万円以下の

世帯（その他各種所得がない場合）

○均等割額

軽減の割合（被保険者本人の所得－３３万円）の額

５割５８万円以下

所得割額の軽減については平成２８年度も継続され、前年

の基礎控除後の総所得金額等が５８万円以下（年金収入の

みの場合は、153万円以上211万円以下）の場合、所得割

保険料が５割軽減されます。

※ただし、年度途中で被保険者となった６５歳の方は、年

金収入額が103万円からおおむね171万円以下となります。

○所得割額

完成した聖和保育園の園舎

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

聖
和
保
育
園
竣
工
式

○
保
険
料
の
軽
減
措
置

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

低
所
得
者
へ
の
保
険
料
の
軽
減
措

置
が
あ
り
、
世
帯
の
所
得
水
準
に

あ
わ
せ
て
次
の
と
お
り
軽
減
さ
れ

ま
す
。
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訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
に
よ
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
・
解
約
、

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
・
出
会
い
系
サ

イ
ト
等
の
不
当
請
求
・
架
空
請
求
、

光
フ
ァ
イ
バ
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
、
突
然
の
訪
問
に
よ

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
ト
ラ
ブ

ル
等
が
あ
り
ま
す
。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
、

入
院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公
平

等
を
図
る
観
点
か
ら
、
一
般
所
得

区
分
の
方
の
一
食
分
負
担
額
が
表

１
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
低
所
得
者
、
指
定
難
病

患
者
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
患
者

の
方
に
つ
い
て
は
、
２
６
０
円
で

据
え
置
き
と
な
り
、
平
成

年
４

２８

月
１
日
に
お
い
て
、
既
に
１
年
を

超
え
て
精
神
病
床
に
入
院
し
て
い

る
患
者
の
負
担
額
に
つ
い
て
は
、

経
過
措
置
と
し
て
引
き
上
げ
を
行

い
ま
せ
ん
。

合
併
症
等
に
よ
り
転
退
院
を
し

た
場
合
、
同
日
内
に
再
入
院
す
る

方
に
つ
い
て
も
、
経
過
措
置
の
対

象
と
し
て
引
き
上
げ
を
行
い
ま
せ

ん
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年
４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日
かかかかかかかかかかかかかかかか

年
４
月
１
日
か
ららららららららららららららららら

２２２２２２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８８８８８８２８

入入入入入入入入入入入入入入入入
院院院院院院院院院院院院院院院院
時時時時時時時時時時時時時時時時
食食食食食食食食食食食食食食食食
事事事事事事事事事事事事事事事事
療療療療療療療療療療療療療療療療
養養養養養養養養養養養養養養養養
費費費費費費費費費費費費費費費費
等等等等等等等等等等等等等等等等
がががががががががががががががが
見見見見見見見見見見見見見見見見
直直直直直直直直直直直直直直直直
ささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままま

入
院
時
食
事
療
養
費
等
が
見
直
さ
れ
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

平
成

年
４
月
１
日
偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐偐

賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂
広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

做做做做做做做做做做做做做做做做做做做做做
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ププププププププププププププププププププ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

オ
ー
プ
ン
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

賀
茂
地
域
１
市
５
町
（
下
田
市
・

東
伊
豆
町
・
河
津
町
・
南
伊
豆
町
・

松
崎
町
・
西
伊
豆
町
）
と
県
が
共

同
で
運
営
す
る
「
賀
茂
広
域
消
費

セ
ン
タ
ー
」
が
下
田
総
合
庁
舎
６

階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
、
電
話
や
面
談
で
、

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
や
製
品
事

故
の
苦
情
等
の
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
り
、
問

題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
各
種
情

報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

１
市
５
町
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

相
談
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
訪
問
販
売
で
工
事

の
契
約
を
結
ん
だ
が
、
解
約
し
た

い
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
買

い
物
し
た
が
、
届
い
た
商
品
が
偽

物
だ
っ
た
」と
い
っ
た
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
、「
扇
風
機

か
ら
火
が
出
た
」
と
い
っ
た
製
品

事
故
等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

し
ま
す
。

実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
い

な
く
て
も
、
消
費
生
活
に
関
す
る

疑
問
や
問
い
合
わ
せ
等
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
契
約
を
す
る
と
き
に
不
安
や

迷
い
が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
等
の
生
活
上
の
相
談

や
行
政
へ
の
意
見
・
問
い
合
わ
せ

等
の
県
民
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
弁
護
士
等
に

よ
る
相
談
も
実
施
し
ま
す
。（
相
談

無
料
、
要
予
約
）

○
相
談
無
料

○
相
談
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

222222222222222222222888888888888888888888

相
談
で
き
る
人
は
？

ど
ん
な
相
談
に
対
応
？

相
談
件
数
が
多
い
の
は
？

相
談
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

消
費
生
活
相
談
以
外
は
？

負担額（一食）
２６０円一般所得
２１０円低所得衛
１００円低所得英

負担額（一食）
３６０円一般所得

２１０円（※）低所得衛
１００円（※）低所得英

平成２８年３月３１日まで

平成２８年４月１日から

（※）据え置き

革

療養病床
一般病床・精神病床等

医療区分衛、詠医療区分英
一食３６０円一食３６０円一食３６０円一般所得

６５歳

未満 一食２１０円
※９０日超で一食１６０円

一食２１０円
※９０日超で一食１６０円

一食２１０円
※９０日超で一食１６０円

低所得
（市町村民税非課税者）

一食３６０円、居住費０円
一食４６０円、居住費３２０円

※管理栄養士または栄養士による適時・適温
の食事の提供等の基準を満たさない場合

一食420円、居住費320円

一食３６０円一般所得

６５歳

以上
一食２１０円、居住費０円
※９０日超で一食１６０円

一食２１０円、居住費３２０円一食２１０円
※９０日超で一食１６０円

低所得衛
（市町村民税非課税者）

一食１００円、居住費０円
一食１３０円、居住費３２０円
※老齢福祉年金を受給している場合

一食100円、居住費0円
一食１００円

低所得英
（市町村民税非課税者であり、か
つ一定所得以下の７０歳以上の者）

【表1】平成２８年４月１日からの入院時食事療養費および入院時生活療養費の標準負担額（入院時の食事代）

平日 午前9時～正午、午後1時～午後3時 ※土日、祝日および年末年始を除く
電話 ０５５８-２４-２２９９

消費生活相談
【巡回相談（下田市を除く）】※実施日は、別途お知らせします。
賀茂郡5町を巡回し、相談を受け付けます。

平日 午前9時～正午、午後1時～午後3時 ※土日、祝日および年末年始を除く
電話 ０５５８-２４-２１９９

県民相談
【無料弁護士相談】※要予約（祝日の場合、日程変更あり）
毎月第3月曜日・偶数月第1月曜日に弁護士による相談を受け付けます。

賀茂広域消費生活センター（下田市中531-1 下田総合庁舎６階）
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西
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
完
成

平
成

年
度
か
ら
準
備
を
進
め

２５

て
い
た
西
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が

完
成
し
ま
し
た
。
津
波
避
難
タ
ワ
ー

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
避

難
困
難
地
域
の
解
消
と
付
近
住
民

の
避
難
時
間
の
短
縮
、
海
洋
セ
ン

タ
ー
や
松
崎
港
の
利
用
者
等
の
避

難
場
所
と
な
り
減
災
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

西
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
特
徴

は
、
可
動
式
テ
ン
ト
や
ソ
ー
ラ
ー

照
明
灯
が
装
備
さ
れ
て
お
り
、
雨

等
を
凌
ぎ
、
夜
間
で
も
避
難
で
き

る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
津
波
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

流
さ
れ
た
漂
流
物
等
に
も
耐
え
ら

れ
る
よ
う
、
鉄
骨
の
柱
に
は
コ
ン西区津波避難タワー

ク
リ
ー
ト
が
注
入
さ
れ
て
お
り
、

耐
力
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

津
波
を
伴
う
地
震
は
い
つ
発
生

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か

ら
町
内
の
津
波
避
難
場
所
や
避
難

所
等
を
確
認
し
て
お
く
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

約２００人が避難できる屋上

締結式

３
月

日
、
町
は
西
日
本
電
信

２２

電
話
㈱
静
岡
支
店
と
、
江
奈
の
国

道
沿
い
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
崎
ビ
ル

の
建
物
を
、
災
害
時
に
津
波
避
難

ビ
ル
と
し
て
活
用
す
る
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
て
、
耐
震
補
強
に
よ
り

震
度
７
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
と
な
っ

て
お
り
、
本
年
度
、
町
の
補
助
金

を
活
用
し
、
３
階
か
ら
屋
上
ま
で

の
外
階
段
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
場
所
と
な
る
屋
上
の
海
抜

は

・
６
メ
ー
ト
ル
で
、
約
１
９

１５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
避
難
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

○
㈱
ゼ
ン
リ
ン

３
月
３
日
、
町
は
㈱
ゼ
ン
リ
ン

と
、
災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品

等
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

㈱
ゼ
ン
リ
ン
は
全
国
規
模
で
住

宅
地
図
を
製
作
す
る
企
業
で
、
協

定
に
よ
り
平
時
か
ら
住
宅
地
図
や

広
域
図
の
無
償
提
供
を
受
け
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に

は
、
自
衛
隊
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

土
地
勘
が
な
い
方
が
被
災
者
支
援

で
来
る
た
め
、
被
害
状
況
の
把
握

や
安
否
確
認
の
情
報
共
有
等
さ
ま

ざ
ま
な
場
で
住
宅
地
図
が
利
用
さ

れ
ま
す
。

町
で
は
、
平
成

年
３
月
に
、

２８

静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
を

踏
ま
え
た
津
波
避
難
計
画
を
策
定

し
、
計
画
策
定
の
一
環
と
し
て
、

浸
水
区
域
と
な
る
７
地
区
の
津
波

避
難
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
昨

年
度
作
成
・
配
布
し
た
防
災
マ
ッ

プ
よ
り
縮
尺
が
大
き
く
、
浸
水
区

域
や
各
場
所
の
浸
水
深
が
見
や
す

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
り
、

７
地
区
で
「
津
波
避
難
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、

ま
ち
歩
き
や
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
の
危
険

箇
所
や
推
奨
避
難
方
向
等
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
地
区
住
民
の
方

の
意
見
を
反
映
し
た
地
図
と
し
て

い
ま
す
。

地
図
は
３
月
下
旬
に
浸
水
区
域

の
地
区
に
各
戸
配
付
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
が
、
必
要
な
方
は
総
務

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

津波避難ビルとなったＮＴＴ松崎ビル

津
波
避
難
ビ
ル
の

協
定
を
締
結

災
害
協
定
の
締
結

津
波
避
難
地
図

９４,３０９千円事業費

１０５㎡面積

１２ｍ（海抜１５.４ｍ）高さ

鉄骨造構造

約２００人避難人員

可動式テント

収納ベンチ

ソーラー照明灯

装備
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【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

身
体
障
害
者
手
帳
等
（
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
を
含
む
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
で
、
本
人
ま
た
は
常
時
介

護
者
と
認
め
ら
れ
た
方
が
、
障
害

者
等
の
た
め
に
使
用
す
る
車
両
に

つ
い
て
は
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
を
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。認

定
に
つ
い
て
は
、
手
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
内
容
や
、
使
用
す

る
方
の
状
況
を
審
査
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

４
月
中
旬
に
減
免
申
請
書
を
お
送

り
し
ま
す
。

減
免
で
き
る
車
両
は
普
通
車
も

含
め
て
１
人
１
台
で
す
。

な
お
、
自
動
車
税
（
県
税
）
に

つ
い
て
は
、
下
田
財
務
事
務
所
が

管
轄
に
な
り
ま
す
。

栄
え
あ
る
叙
勲

故

山
本
源
一
さ
ん
（
峰
）

元
松
崎
町
助
役
の
故
山
本
源
一

さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章
が
贈
ら
れ
、

３
月
４
日
、
ご
自
宅
に
て
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
昭
和

年
か
ら

６１

昭
和

年
ま
で
と
、
平
成
元
年
か

６２

ら
平
成
９
年
ま
で
の
通
算
８
年
余

り
の
永
き
に
わ
た
り
松
崎
町
助
役

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん

は
、「
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く

り
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、
大
分

県
の
湯
布
院
、
愛
知
県
の
足
助
と

合
わ
せ
「
視
察
御
三
家
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
松
崎
町
の
ま
ち
づ
く

り
を
全
国
的
に
知
ら
し
め
る
等
、

今
日
の
町
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞
宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双双
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章

瑞
宝
双
光
章

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

中
之
条
町
は
群
馬
県
の
北
西
部

に
位
置
し
て
お
り
、
新
潟
・
長
野

県
に
接
す
る
県
境
の
町
で
す
。
主

な
産
業
は
、
米
や
こ
ん
に
ゃ
く
を

は
じ
め
と
す
る
農
業
、
広
大
な
山

林
を
基
盤
と
し
た
林
業
、
四
万
温

泉
や
沢
渡
温
泉
を
中
心
と
し
た
観

光
業
、
製
糸
や
製
材
か
ら
電
気
機

器
製
造
へ
と
主
業
種
が
移
行
し
て

い
る
工
業
で
す
。
人
口
は
約
１
万

７
０
０
０
人
、
面
積
は
４
３
９
・

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
森
林

２８が
面
積
の
８
割
を
占
め
る
町
で
す
。

ま
た
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連

合
へ
一
つ
の
町
で
２
つ
の
地
区
を

登
録
し
て
い
ま
す
。

中
之
条
町
で
は
、「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
伊
参
地
区
、
六
合
地
区
に
ヴ
ィ

い

さ
ま

く

に

レ
ッ
ジ
協
議
会
と
い
う
住
民
主
体

の
地
域
組
織
が
あ
り
、
六
合
地
区

は
環
境
保
全
、
伊
参
地
区
は
歴
史

と
文
化
の
融
合
を
図
る
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

○
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
２
年

に
１
回
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

地
域
資
源
が
本
来
持
つ
魅
力
と
現

代
ア
ー
ト
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
と
ア
ー
ト
の
良

さ
、
両
方
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き

る
美
術
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
普
段
何

気
な
く
広
が
る
田
園
風
景
や
廃
校
、

空
き
店
舗
等
が
会
場
と
な
る
こ
と

で
輝
き
を
取
り
戻
し
、
そ
の
場
所

の
魅
力
を
来
場
者
だ
け
で
な
く
町

民
も
再
確
認
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
芸
術
素
材
に
乏
し
い
地

方
に
お
い
て
、
実
際
に
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
一
緒
に
な
っ
て
「
も
の
を

作
る
」「
人
の
話
を
聞
く
」「
で
き

あ
が
っ
た
も
の
が
評
価
さ
れ
る
」

と
い
っ
た
過
程
を
体
感
す
る
こ
と

で
子
ど
も
た
ち
の
心
の
内
面
を
磨

く
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

○
自
然
資
源
や
伝
統
文
化
の
活
用

中
之
条
町
で
は
、
地
域
伝
統
を

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
へ
の
登

受章した山本さん

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

録
を
目
指
す
取
り
組
み
や
、
自
然

資
源
を
天
然
記
念
物
へ
指
定
す
る

取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
の
魅
力

を
内
外
に
発
信
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
伊
参
地
区
で
は
、
小
学

生
を
対
象
に
し
た
「
私
の
好
き
な

伊
参
ふ
る
さ
と
」
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
を
行
い
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
等
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
崎
町
に
も
、
な
ま
こ
壁
を
は

じ
め
と
し
た
貴
重
な
地
域
資
源
が

あ
り
ま
す
が
、
歴
史
の
継
承
だ
け

で
は
な
く
、
現
代
文
化
と
融
合
さ

せ
る
よ
う
な
活
用
を
目
指
す
こ
と
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

【
第
７
グ
ル
ー
プ
記
】

住
民
主
体
の
ビ
レ
ッ
ジ
協
議
会

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
⑥
（
全

回
）

１１（
群
馬
県
中
之
条
町
）

中
之
条
町
の
ま
ち
づ
く
り

庁用車や自動販売機には

町の資源をPRするためのラッピング



地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス

３
月
８
日
か
ら
開
会
し
た
平

成

年
松
崎
町
議
会
第
１
回
定

２８
例
会
に
て
、
総
額

億
５
７
０

３７

０
万
円
を
計
上
し
た
平
成

年
２８

度
当
初
予
算
案
が
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
財
源
や
体
制
を
勘
案
し

な
が
ら
、
優
先
順
位
を
付
け
て

事
業
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
に
お
い
て
は
、

２８

新
規
事
業
と
し
て
、
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
交
流
拠
点
施
設
の
整

備
・
活
用
、
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
入
学
ま
た
は
中
学

卒
業
後
の
就
職
時
に
祝
い
金

を
支
給
す
る
子
育
て
支
援
事

業
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
た
め
の
足
湯
整
備
事
業

等
を
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
、

現
在
４
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
採
用
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
新
年
度
よ
り

２
人
を
追
加
し
て
、
６
人
体

制
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
６
人
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
は
、
中
川
・
岩
科
・
松

崎
・
三
浦
に
整
備
す
る
場
所
に

常
駐
し
、
皆
様
か
ら
地
域
の
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し

な
が
ら
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る

隊
員
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
地
域
の
皆
様
が
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
う
中
に
は
、
地
域
問
題
の

解
決
策
、
地
域
を
活
性
化
さ

せ
る
良
い
意
見
が
必
ず
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
て
出
さ
れ
た

意
見
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
町
職
員
、
町
内
外
の
皆
様

が
協
力
し
て
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
、
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯７６

３月６日、環境改善センター文化ホールでは、
静岡県立静岡がんセンターの堀田欣一医師を講
師にお招きし、がん予防に関する講演会が開催
されました。

３月１日、環境センター文化ホールでは、鎌
倉市で野外での自主保育を続けている団体の記
録映画「さぁ のはらへいこう」の上映会が開
催され、多くの親子連れが鑑賞しました。

３月１２日、旧三浦小学校では、常葉大学がこれ
まで行ってきた地域連携事業の成果報告会が行わ
れました。常葉大学は、松崎町にて棚田の作業ボ
ランティアやマルシェ等を行っています。

３月１日から７日までの７日間、各地区では
春の全国火災予防運動に合わせ、火災発生時に
迅速な初期消火が実施されるように、消防団員
による消火栓取扱い指導が行われました。

14

がん予防講演会

青空自主保育記録映画上映会

常葉大学地域連携事業成果報告会

春の全国火災予防運動

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

地

域

交

流

通

信

松
崎
町
の
皆
様
、
日
頃
は
松
本

市
営
上
高
地
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル
・

徳
沢
ロ
ッ
ヂ
・
上
高
地
食
堂
を
ご

愛
顧
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
か
ら
、
８
月

日
が
国
民

１１

の
祝
日
「
山
の
日
」
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
記
念
す
べ
き
第
１

回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
が

「
上
高
地
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
で
も
初
と
な
る
「
山
」
に
関

す
る
国
民
の
祝
日
は
大
い
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
念
す
べ

き
年
に
、
徳
沢
ロ
ッ
ヂ
が
洋
室
と

吹
き
抜
け
の
ラ
ウ
ン
ジ
を
新
設
し
、

装
い
も
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、

上
高
地
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル
も
浴
室

と
、
客
室
の
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
よ
り
快
適
に
な
り
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、４
月

日（
金
）

１５

か
ら
上
高
地
へ
公
共
交
通
機
関
の

乗
り
入
れ
が
可
能
に
な
り
、
例
年

通
り
４
月

日
（
水
）
に
第

回

２７

４８

開
山
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

長
い
冬
の
眠
り
に
つ
い
て
い
た

上
高
地
が
間
も
な
く
目
覚
め
の
と

き
を
迎
え
ま
す
。

ど
う
ぞ
春
光
ま
ぶ
し
い
上
高
地

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

（
徳
沢
ロ
ッ
ヂ

支
配
人古

畑

満
）

上上
高
上
高
地地

地

域

交

流

通

信▲徳沢ロッヂ外観

事
や
家
事
の
傍
ら
、
受
付
や
清

掃
等
の
施
設
管
理
を
男
性
と
女

性
に
分
か
れ
、
当
番
制
で
行
っ

て
い
ま
す
。

「
施
設
の
維
持
管
理
は
大
変

な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
私
た

ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
根
幹
に

は
、
自
分
た
ち
を
育
て
て
く
れ

た
こ
の
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

の
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す

の
は
、か
じ
か
の
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
男
性
グ
ル
ー
プ
の
会
長
を

務
め
る
船
津
朝
次
さ
ん
で
す
。

か
じ
か
の
湯
は
オ
ー
プ
ン
か

ら
今
年
で

年
を
迎
え
ま
し
た
。

２０

夏
場
の
多
い
日
に
は
１
５
０
人

を
越
え
る
利
用
客
で
多
忙
を
極

め
ま
す
が
、
利
用
者
の
「
い
い

湯
だ
な
」
と
の
言
葉
が
か
じ
か

の
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
支

え
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
き
た
先
輩
た
ち

の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
ま
た
、

か
じ
か
の
湯
が
地
域
の
住
民
や

観
光
客
に
愛
さ
れ
る
湯
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
新
し
い
人
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
き
運
営
活
動
を
存
続
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地地
域
に
貢
献
し

地
域
に
貢
献
し
てて

年年
2020

道
の
駅
花
の
三
聖
苑
伊
豆

松
崎
の
苑
内
に
あ
る
日
帰
り

温
泉
入
浴
施
設
「
か
じ
か
の

湯
」
は
、
中
川
地
区
を
中
心

と
し
た
住
民
有
志
グ
ル
ー
プ

「
か
じ
か
の
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

か
じ
か
の
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

い
ま
す
。

か
じ
か
の
湯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
「
地
域
の
施
設
を
地
域
の
住

民
で
運
営
し
よ
う
」
と
の
思
い

か
ら
、
平
成
８
年
の
オ
ー
プ
ン

時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

人
。
仕

３１

検検検
検検
検検
検検
検検

検
検
検
検
検

No.1No.166

葛
浴
場
等
の
施
設
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す

Profile

かじかのゆぼらんてぃあ

現在は男性12人、女性19人で施設の

維持管理をしています。かじかの湯

ボランティアに興味のある方は、松

崎町振興公社（℡４２－１８８１）

までご連絡ください。

受付の女性ボランティ受付の女性ボランティアア

▲新緑の上高地

▲徳沢ロッヂラウンジ
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，１５５人（－１１人）

男 ３，４０２人（±０人）

女 ３，７５３人（－１１人）

世帯数 ３，０３３戸（－６戸）

転 入 ８人 転 出 ７人

出 生 ４人 死 亡 １６人

（平成２８年２月２９日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
四
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

二

三

号

「
詐
欺
に
悪
用
さ
れ
る
空
き
家
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（２２月届出分月届出分））

人身事故 ２件 （－１）

物損事故 ８件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ２人 （－１）

平成２８年２月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯５５１１

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

町
職
員
の
退
職
・
採
用

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

中

村

宣

子

飯

野

ふ

さ

堀

岡

洋

子

山
本
智
恵
子

老
い
た
れ
ど
情
は
か
は
ら
ず
共
に
生
き
て

少
な
き
余
白
と
な
り
て
し
ま
へ
り

濃
く
淡
く
う
ろ
こ
雲
浮
く
日
暮
れ
ど
き

け
ふ
も
よ
き
日
と
こ
こ
ろ
満
た
さ
る

秋
の
深
ま
る
こ
ろ
に
出
逢
ひ
て
ゐ
る
や
う
な

一
行
の
文
字
に
励
ま
さ
れ
ゐ
る

い
と
し
き
も
の
抱
き
ゆ
く
が
白
菜
の

ま
と
ま
り
て
ゆ
く
日
日
を
た
の
し
む

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

直 樹７４平 川 恭江奈４

之９１渡 邉 潤伏 倉

直８７望月ちよ子南 区

鈴木 毅８２稲 淑 子江奈２

須田房子９６杉本ふみゑ宮 内

正 弘７６関 熊 雄大 澤

銅７８池 里 子指 川

銅 郎７５藤美代子岩 地

健９１船津きくゑ船 田

房 一８８美 橋 環岩 地

孝 之９２小 林 佑 子北 区

よ し 子８２池 四 郎指 川

光９３土屋ふみ江宮 内

卓 治７７稲葉マサ子山 口

おくやみ申し上げます（死亡）

空
き
家
の
増
加
は
、
防
犯
や
災

害
対
策
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
現
在
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
観

点
に
加
え
、
詐
欺
被
害
の
観
点
か

ら
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
振
り

込
め
詐
欺
に
お
い
て
現
金
の
送
付

先
住
所
と
す
る
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
の
住
所
と
し
て
表
示
す
る
、

他
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報

を
不
正
に
入
手
し
た
者
が
こ
の
情

報
を
悪
用
し
て
高
額
の
商
品
を
購

入
す
る
際
に
商
品
送
付
先
と
し
て

利
用
す
る
等
、
ま
さ
に
空
き
家
が

悪
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取

引
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
空
き
家
の
問
題
の
解
決
に

向
け
て
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

保護者性別名 前地 区

青 木 正 憲男駿 典
しゅん すけ

石 部

川 崎 孝 志女澪
れい

櫻 田

八 木 一 弘男颯 士
はや と

江奈３

おめでとうございます（出生）

【
退
職
】
３
月

日
付
け

３１

副
町
長

佐
藤

光

産
業
建
設
課
長

斉
藤

昌
幸

松
崎
幼
稚
園
中
川
園
主
任
教
諭

佐
藤

尚
美

【
採
用
】
４
月
１
日
付
け

峰

輪

齋
藤

和
希

健
康
福
祉
課
保
険
年
金
係

静
岡
市

落
合

拓
己

産
業
建
設
課
産
業
係

岩

地

松
本

嵩
也

生
活
環
境
課
公
営
企
業
室

道

部

渡
辺

慶
介

企
画
観
光
課
商
工
観
光
係

南
伊
豆
町

野
村

知
世

窓
口
税
務
課
戸
籍
窓
口
係

江
奈
４

美
橋

友
和

生
活
環
境
課
公
営
企
業
室

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３


